
１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域計画の区域の状況

ｈａ

ｈａ

ｈａ

ｈａ

④　区域内において、規模縮小などの意向のある農地面積の合計 ｈａ

⑤　区域内において、今後農業を担う者が引き受ける意向のある農地面積の合計 ｈａ

（参考）区域内における○才以上の農業者の農地面積の合計 ｈａ

　うち後継者不在の農業者の農地面積の合計 ｈａ

（２）　地域農業の現状及び課題

（３）　地域における農業の将来の在り方（作物の生産や栽培方法については、必須記載事項）

２　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標

％

離農や経営規模の縮小等による農地の継承については、目標地図に位置付けた担い手への集約を進め、農地の斡
旋ができる体制を構築する。

（１）農用地の効率的かつ総合的な利用に関する方針

地域の担い手である認定農業者や認定新規就農者を中心に農地の集積・集約化を図る。

（２）担い手（効率的かつ安定的な経営を営む者）に対する農用地の集積に関する目標

現状の集積率 50.4 ％ 将来の目標とする集積率 81.8

（３）農用地の集団化（集約化）に関する目標

③　畑の面積（果樹、茶等を含む） 103.9

220.3

（備考）

この地域は、平坦部である水田地帯と住宅の多い丘陵部の畑地帯からなる。扇崎・大野下地区及び野口の一部にお
いては、基盤整備事業が完了し、地域の農事組合法人による土地利用型の営農が行われており、集約化が図られて
いる。水田地帯において区画整備されてはいるが、一筆毎の面積は狭く、用排水分離等の整備が不十分な箇所も多
い。担い手への集積率は50.4％であり、耕作者の高齢化も深刻な課題である。農地の荒廃化を防ぐため、担い手への
集積・集約化を促進することが重要である。また、担い手の作業効率化を図るため、圃場整備等については今後検討
する必要がある。

【基礎データ】（農林業センサス2020より）　※令和2年度
総農家数 ： 277戸　（うち、農業経営体数：182経営体）
主な作物 ： 水稲・小麦・大豆・トマト・イチゴ

水稲・麦・大豆の土地利用型作物の経営については、農事組合法人及び認定農業者を中心とした担い手への集約化
を促進し、生産効率の向上を図る。トマトやイチゴの施設園芸については適切な経営管理・経営継承を行い、所得の
向上を図る。

（43206）

高道・鍋地域

注：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載。

区域内の農用地等面積（農業上の利用が行われる農用地等の区域） 702.3

①　農業振興地域のうち農用地区域内の農地面積 506.4

②　田の面積 598.4

市町村名
(市町村コード)

地域名
（地域内農業集落名） （山下、上、中、中島、大相、浜田、長保、立山、上鍋、磯鍋、下沖洲、本村、明神尾

　全13集落）

地域計画

策定年月日 令和7年3月11日

（　　　　　）

目標年度 令和16年度

玉名市

更新年月日



以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組内容を記載してください）

４　地域内の農業を担う者一覧（目標地図に位置付ける者）
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属性
農業を担う者
（氏名・名称）

現状

経営作目等 経営面積
作業受託

面積
経営作目等 経営面積

作業受託
面積

目標地図
上の表示

備考

⑥燃料・資源作物等 ⑦保全・管理等 ⑧農業用施設 ⑨その他

【選択した上記の取組内容】

③スマート農業技術やデジタル技術の導入により、農作業の負担軽減や効率的な農業経営を実現させ、稼げる農業
の確立を目指す。
⑦高齢化や人手不足を補うため、農道・水路の維持管理について、地域全体で取り組み、環境を整える。

10年後

（目標年度：令和 年度）

（４）多様な経営体の確保・育成の取組

県・市・JA等の関係機関が協力し、相談から就農まで、切れ目のない支援を実施していく。また、事業を活用した経営
継承等の支援にも取り組む。

認農 1373 水稲、トマト 1.22 水稲、トマト 1.22

認農 1348 水稲､トマト､トウモロコシ 3.01 水稲､トマト､トウモロコシ 3.01
認農 1349 水稲､ミニトマト､ナス 4.01 水稲､ミニトマト､ナス 19.42

認農 1340 水稲、トマト､スナップエンドウ 1.10 水稲、トマト､スナップエンドウ 1.10
認農 1344 水稲､小麦､大豆 1.01 水稲､小麦､大豆 1.01

認農 1278 ミニトマト 0.92 ミニトマト 0.92
認農 1329 ミニトマト、ナス 0.55 ミニトマト、ナス 0.55

認農 1275 水稲､トマト 1.92 水稲､トマト 1.92
認農 1276 水稲､麦 24.59 水稲､麦 64.57

認農 1263 水稲､小麦 8.49 水稲､小麦 8.49
認農 1271 水稲､ミニトマト 0.77 水稲､ミニトマト 0.77

認農 1241 水稲､米粉､トマト､キュウ
リ､メロン 7.75 水稲､米粉､トマト､キュウ

リ､メロン 7.75
認農(法) 1257 水稲、加工米､麦､大豆 1.80 水稲、加工米､麦､大豆 1.80

認農 1239 水稲、白菜、キャベツ 2.52 水稲、白菜、キャベツ 2.52
認農 1240 ミニトマト､水稲 1.34 ミニトマト､水稲 1.34

認農 1237 水稲､葉タバコ 3.29 水稲､葉タバコ 3.29
認農 1238 水稲、米粉用米、小麦 9.52 水稲、米粉用米、小麦 21.36

認農 1200 水稲､麦､飼料用米 28.36 水稲､麦､飼料用米 52.85
認農 1204 水稲､ミニトマト 1.83 水稲､ミニトマト 1.83

認農 1175 水稲､小麦､ミカン 36.96 水稲､小麦､ミカン 59.19
認農 1199 水稲､小麦､大豆 1.04 水稲､小麦､大豆 1.04

認農 1108 水稲 0.09 水稲 0.09
認農 1170 ミニトマト 0.38 ミニトマト 0.38

認農 1053 水稲､米粉用米､ニンニク､榊 0.78 水稲､米粉用米､ニンニク､榊 0.78
認農 1082 ミニトマト 0.76 ミニトマト 0.76

認農 1025 水稲､米粉用米､麦､WCS 21.09 水稲､米粉用米､麦､WCS 25.80
認農 1038 水稲､イチゴ 2.51 水稲､イチゴ 2.51

認農 1007 水稲､トマト 2.62 水稲､トマト 2.62
認農 1023 水稲､ミニトマト､加工米 0.67 水稲､ミニトマト､加工米 0.67

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業体等への農作業委託の取組

農業支援サービスを行う事業体の情報を集約し、地域内で共有することで、作業委託を必要とする経営体が積極的に
活用できる環境整備を行う。これにより地域全体の農業経営を維持することで、遊休農地の発生防止を図る。

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ③スマート農業 ④輸出 ⑤果樹等

３  農業者及び区域内の関係者が２の目標を達成するためとるべき必要な措置

（１）農用地の集積、集団化の取組

農事組合法人及び認定農業者への農地の集積・集約化を促進していく必要がある。担い手同士の話し合いによる農
地交換を進め、作業の効率化を図る。

（２）農地中間管理機構の活用方法

農地の貸し借りは、農地中間管理機構の活用を促進するものとし、担い手の意向に沿った農地の集約化を段階的に
図っていく。

（３）基盤整備事業への取組

農業の生産効率の向上や農地集積・集約化を促進するため、農道、用排水の整備、農地の大区画化・汎用化等の基
盤整備の取組み等について検討していく。
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５　農業支援サービス事業体一覧（任意記載事項）

６　目標地図（別添のとおり）

※「属性」欄の記載
　　認定農業者は「認農」、認定農業者かつ法人は「認農(法)」、認定新規就農者は「認就」と記載する。

番号
事業体名

（氏名・名称）
作業内容 対象品目

認農 1893 水稲､麦､大豆 5.00 水稲､麦､大豆 5.00
計 67経営体 354.16 0 574.45 0

認農 1886 ミニトマト 0.91 ミニトマト 0.91
認農 1892 水稲、麦 3.42 水稲、麦 3.42

認農 1877 水稲､トマト 2.91 水稲､トマト 2.91
認農 1879 水稲､ミニトマト 1.07 水稲､ミニトマト 1.07

認農 1822 水稲､イチゴ 0.94 水稲､イチゴ 0.94
認農 1823 水稲､イチゴ､モモ 1.27 水稲､イチゴ､モモ 1.27

認農 1792 ミニトマト 0.75 ミニトマト 0.75
認農 1808 水稲､ミニトマト 0.29 水稲､ミニトマト 0.29

認農 1777 ミニトマト 0.38 ミニトマト 0.38
認農 1790 水稲、トマト 0.09 水稲、トマト 0.09

認農 1745 水稲､小麦、大麦 11.17 水稲､小麦、大麦 11.17
認農 1751 水稲､麦､ソラマメ 3.57 水稲､麦､ソラマメ 3.57

認農 1729 水稲､ミニトマト 1.89 水稲､ミニトマト 1.89
認農 1731 水稲､トマト 1.88 水稲､トマト 1.88

認農 1709 水稲､小麦、ナス、ソラマメ 0.35 水稲､小麦、ナス、ソラマメ 0.35
認農 1723 水稲､ミニトマト 1.48 水稲､ミニトマト 1.48

認農 1702 水稲、ミニトマト 1.21 水稲、ミニトマト 1.21
認農 1706 水稲、麦、白菜 0.15 水稲、麦、白菜 0.15

認農 1649 水稲、ミニトマト 0.76 水稲、ミニトマト 0.76
認農 1675 水稲､米粉用米 3.44 水稲､米粉用米 3.44

認農 1620 水稲､温州ミカン 4.95 水稲､温州ミカン 4.95
認農 1623 水稲､トマト 1.41 水稲､トマト 1.41

認農(法) 1596 水稲､大豆､麦 36.27 水稲､大豆､麦 36.27
認農 1619 水稲､ナス 2.03 水稲､ナス 2.03

認農 1573 水稲、小麦、大麦 0.96 水稲、小麦、大麦 0.96
認農 1575 水稲、イチゴ 0.05 水稲、イチゴ 0.05

認農 1530 水稲､トマト 1.55 水稲､トマト 1.55
認農 1533 水稲 4.01 水稲 4.01

認農 1508 ミニトマト､水稲､オクラ､大豆 7.57 ミニトマト､水稲､オクラ､大豆 7.57
認農 1509 水稲､麦 5.55 水稲､麦 5.55

認農 1474 水稲、大麦、小麦 0.11 水稲、大麦、小麦 0.11
認農 1499 水稲､ナス､一寸そら豆､レンコン 1.10 水稲､ナス､一寸そら豆､レンコン 1.10

認農 1444 水稲、米粉用米、小麦 14.01 水稲、米粉用米、小麦 48.87
認農 1473 水稲､麦 15.77 水稲､麦 21.13

認農 1401 水稲､麦 0.27 水稲､麦 0.27
認農(法) 1407 水稲､小麦､大麦､ミニト

マト、ライスセンター 17.93 水稲､小麦､大麦､ミニト
マト、ライスセンター 78.57

認農(法) 1398 水稲、麦、WCS 26.78 水稲、麦、WCS 27.56


